
金＿
り
一
℃
つ NQ

こうなん町
夢とふれあい

　　　　　　　　成人おめでとう

　1月15日、勤労福祉センターで「成人式」が行われました。

　今年の新成人は、214人で、成人としての第一歩をふみだした顔

には、大人としての責任と、将来の夢がいだかれているようでした。

　　　今月の特集・町議会議員選挙日程

編集発行　平成3年2月1日　江南町役場（aO485－36－1521）

発行人江南町長柴田忠雄
きじまるくん



広報こうなん平成3年2月1日発行

かな

昨年の申告相談

町
・
県
民
税
申
告
の

必
要
な
か
た

　
平
成
三
年
一
月
一
日
現
在
、
町

に
住
所
が
あ
り
、
平
成
二
年
中
に

所
得
が
あ
っ
た
か
た
は
、
申
告
が

　
　
　
　
　
ρ

必
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
確
定
申
告
を
し
た
か

た
、
給
与
所
得
だ
け
で
勤
務
先
か

ら
給
与
支
払
報
告
書
が
町
へ
送
ら

れ
て
い
る
か
た
は
申
告
の
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
今
年
十
八
歳
に
な
っ
た

か
た
や
、
平
成
二
年
中
に
町
へ
転

入
さ
れ
た
か
た
は
、
申
告
用
紙
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
申
告
書
の

提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
場
合
は
所
得
の
な
い
か
た
で
も
、

申
告
が
必
要
で
す
。

所
得
税
．
確
定
申
告
の

必
要
な
か
た

　
事
業
を
し
て
い
る
か
た
や
不
動

産
収
入
、
年
金
収
入
な
ど
が
あ
る

か
た
で
平
成
二
年
中
の
所
得
金
額

の
合
計
額
が
、
基
礎
控
除
、
配
偶

者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得

控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
か
た
は

申
告
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
か
た

で
も
つ
ぎ
の
要
件
に
該
当
す
る
か

た
は
、
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

◎
給
与
の
年
収
が
、
一
千
五
百
万

　
円
を
超
え
る
か
た

◎
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

　
所
得
金
額
の
合
計
額
が
二
十
万

　
円
を
超
え
る
か
た

◎
給
与
を
二
ヵ
所
以
上
か
ら
受
け

　
て
い
る
か
た

申
告
に
必
要
な
も
の

◎
申
告
書

◎
印
か
ん

◎
平
成
二
年
中
の
所
得
金
額
が
証

　
明
さ
れ
る
も
の

◎
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
や

　
生
命
保
険
、
損
害
保
険
な
ど
の

　
支
払
っ
た
証
明
書
（
今
年
か
ら

　
町
・
県
民
税
に
も
火
災
保
険
な

　
ど
の
損
害
保
険
料
控
除
が
受
け

　
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
）

◎
医
療
費
控
除
を
受
け
る
か
た
は
、

　
医
療
費
の
領
収
書

◎
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
か
た
は
、

　
平
成
三
年
一
月
一
日
現
在
に
お

　
け
る
住
所
地
の
都
道
府
県
共
同

　
募
金
会
発
行
の
領
収
書

◎
障
害
者
の
か
た
（
扶
養
者
を
含

　
む
）
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま

　
た
は
、
み
ど
り
の
手
帳

◎
学
生
の
か
た
は
、
学
生
証
ま
た

　
は
在
学
証
明
書

◎
そ
の
他
、
機
械
化
集
団
な
ど
へ

　
の
支
払
証
明
書

申
告
す
る
と
所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
か
た

　
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い

か
た
で
も
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
か
た

は
確
定
申
告
を
す
る
と
、
源
泉
徴

収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て

　
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
り
、

　
増
改
築
な
ど
を
し
た
か
た

◎
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
か

　
た
◎
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後

　
就
職
し
な
か
っ
た
た
め
に
年
末

　
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
か
た

※
　
医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
等

　
特
別
控
除
に
つ
い
て
は
、
広
報

　
一
月
号
で
く
わ
し
く
お
知
ら
せ

　
し
ま
し
た
が
、
所
得
が
給
与
所

　
得
の
み
の
か
た
に
つ
い
て
は
な

　
る
べ
く
二
月
十
三
日
、
十
四
日

　
の
還
付
申
告
会
場
で
、
申
告
を

　
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
住
宅
取
得
等
特
別
控

　
除
を
受
け
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

　
か
た
は
、
二
年
目
以
降
は
年
末

　
調
整
で
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
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町・県民：税所得税

豊

／

告申いし正

町南工
、
、
ノ
引

　今年も町・県民税や所得税など

の申告をしていただく時期になり

ました。

　申告の期間は、2月16日から3

月15日までです。申告期限が間近

になると、大変混み合いますので、

なるべく定められた日時に申告さ

れますようお願いします。

　
　
　
◎

　
還
付
を
受
け
ら
れ
る
か
た
は
、

銀
行
、
農
協
な
ど
の
預
金
口
座

へ
の
振
り
込
み
が
便
利
で
す
の

で
、
申
告
者
名
義
の
預
金
口
座

番
号
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
書
は
、
　
「
所
得
税
の
確

定
申
告
の
手
引
」
や
「
申
告
書

の
書
き
か
た
」
を
参
考
に
し
て
、

で
き
る
だ
け
ご
自
分
で
書
い
て

く
だ
さ
い
。

税
の
お
問
い
合
わ
せ

■
町
・
県
民
税
関
係

　
役
場
税
務
課

實
二
六
－
一
五
二
一
内
線
劉
・
堀

■
所
得
税
関
係

　
熊
谷
税
務
署

　
　
智
、
．
一
1
．
、
九
〇
五

正しい申告を

　　　◎町で行う確定申告相談日程

月日　 該　当　者　 会場
2月19日（火）

2月20日（水）農業所得者　　　　　1役場会議室

農業・給与合算所得者136－1521

2月22日（金）

※時間・ ・…午前9時～午後4時まで

熊
谷
税
務
相
談
室

　
　
智
、
一
四
－
七
九
六
一

に
せ
税
理
士
に
ご
注
意
を

　所得税、町・県民税は、自

分の所得の状況を最もよく知

っている皆さん自身が、税法

に従って自分の所得と税額を

正しく計算して申告、納税す

るという「申告納税制度」を

採用しています。

　申告をしなければならない
かたが申告しなかったり、誤っ

た申告をしたりしますと、後

で不足の税金を納めるだけで

なく、不足税額の15％又は10

％の加算税が課され、さらに

延滞税も納めなければならな

いことになります。

県民税申告相談日程◎田丁

月　日 該　当　地　区 会　場

2月25日（月） 須賀広・野原

役場会議室

36－1521

2月26日（火） 小江川

2月27日（水） 塩・板井

2月28日（木） 柴・干代・御正新田の一部

3月1日（釧 成沢・三本・押切の一部

3月4日（月） 成沢・御正新田
農業総合

　センター

36－7486

3月5日（火） 三本・上新田

3月6日（弱 押切

3月7日（木） 樋春

3月8日（斜 押切・樋春の一部 役場会議室
36－1521

※時間……午前9時～午後4時まで

　
確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
す

と
、
税
金
の
申
告
手
続
き
な
ど
を

税
理
士
に
依
頼
さ
れ
る
か
た
が
多
く

な
り
ま
す
が
、
そ
の
際
に
は
正
規

の
税
理
士
か
ど
う
か
を
税
理
士
証

票
な
ど
で
よ
く
確
か
め
て
く
だ
さ

◎税務署から申告相談日の通知のあったかたは、

　指定日時に税務署へ申告してください。

い
。
　
納
税
者
の
依
頼
に
よ
る
税
務
代

理
、
税
務
書
類
の
作
成
、
税
務
相

談
は
、
税
理
士
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
が
、
確
定
申
告
の
時
期

に
は
、
税
務
書
類
の
作
成
な
ど
を

税
理
士
に
依
頼
さ
れ
る
か
た
が
多
い

こ
と
に
便
乗
し
て
、
税
理
士
資
格

の
な
い
人
が
申
告
書
の
作
成
な
ど

を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
「
に
せ
税
理
士
」

は
、
法
律
に
違
反
す
る
だ
け
で
な

く
、
依
頼
し
た
か
た
に
迷
惑
を
か
け

る
結
果
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で

ご
注
立
忌
く
だ
さ
い
。
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●
成
人
病
予
防
週
間
（
二
月
一
日
～
七
日
）

か
か
っ
て
か
ら
よ
り

　
　
か
か
る
前
に
病
気
を
正
し
く
知
ろ
う

　
日
本
は
、
い
ま
や
世
界
有
数
の

長
寿
国
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

そ
の
一
方
で
、
が
ん
・
心
臓
病
・

脳
卒
中
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
成
人
病

で
亡
く
な
る
人
が
年
々
増
え
て
い

ま
す
。

　
昭
和
六
十
三
年
の
「
人
口
動
態

統
計
」
（
厚
生
省
）
に
よ
る
と
、
全

死
亡
者
の
約
六
二
％
、
つ
ま
り
百

人
の
う
ち
約
六
十
二
人
が
成
人
病

で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
で

は
一
家
の
柱
、
職
場
で
は
働
き
盛

り
の
年
齢
層
を
襲
う
と
こ
ろ
に
、

成
人
病
の
怖
さ
が
あ
り
ま
す
。
壮

年
期
（
四
十
～
六
十
四
歳
）
に
、

病
気
で
亡
く
な
っ
た
人
の
三
大
成

人
病
の
割
合
を
み
ま
す
と
、
が
ん

が
四
〇
・
八
％
、
心
臓
病
が
一
四

％
、
脳
卒
中
が
一
一
・
六
％
と
、

特
に
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
の
多
い

の
が
特
徴
で
す
。

　
が
ん
の
中
で
も
肺
が
ん
、
乳
が

ん
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
い
ま
の

と
こ
ろ
最
も
多
い
の
が
胃
が
ん
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
将
来
の
予
測
で

は
、
二
千
年
ご
ろ
ま
で
に
は
、
男

性
で
は
、
胃
が
ん
と
入
れ
替
わ
っ

て
肺
が
ん
が
最
も
多
く
な
り
、
女

性
で
は
、
胃
が
ん
と
入
れ
替
わ
り

乳
が
ん
が
第
一
位
に
次
い
で
肺
が

ん
が
続
く
と
の
予
想
も
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
　
「
二
次
予
防
」
が

　
　
最
も
有
力
な
手
段

　
が
ん
を
制
圧
す
る
た
め
に
は
、

が
ん
の
発
生
を
防
ぐ
「
一
次
予
防
」

が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
が
ん

の
発
生
原
因
が
い
ま
だ
十
分
解
明

さ
れ
て
い
な
い
現
在
、
集
団
検
診

な
ど
に
よ
る
早
期
発
見
・
早
期
治

療
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
二
次
予

　
　
　
　
　
K

防
」
が
最
も
有
力
な
手
段
と
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
が
ん
と
並
ん
で
心
臓
病

や
脳
卒
中
な
ど
、
循
環
器
疾
患
に

よ
っ
て
亡
く
な
る
人
も
依
然
と
し

て
多
く
、
年
齢
が
高
く
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
死
亡
率
も
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
脳
卒
中
や
心
臓
病
に
な
ら
な
い

た
め
に
は
、
高
血
圧
や
動
脈
硬
化

を
防
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ

ら
は
、
日
ご
ろ
の
生
活
を
変
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
予
防
が
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
肥
満
を
防
ぎ
減
塩
や
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
な
ど
、
食

生
活
の
改
善
に
努
め
る
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、
適
当
な
運
動
を
日
常
生

活
の
中
に
取
り
入
れ
て
い
く
よ
う
、

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
血
圧
が
高
い
状
態
が
続

く
と
、
こ
れ
ら
の
病
気
が
起
こ
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
血
圧
は
気
温

や
運
動
量
、
精
神
的
ス
ト
レ
ス
な

●

（’　命

祭鐡．感蜂

脳率　　　想
　　　＿Q肱
し　　鰺Q
lず）　（多
　　　　”の

矯鞭中台
）
鞭

象
　
欄

　
ど
で
変
わ
り
や
す
く
、
一
回
の
測

　
定
で
は
、
　
「
高
血
圧
」
か
ど
う
か

　
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
機
会
を
み
て

　
血
圧
を
測
り
、
変
化
を
つ
か
ん
で

　
お
き
ま
し
よ
う
。

自
分
の
健
康
状
態
を

　
い
つ
も
つ
か
ん
で
お
く

　
　
脳
卒
中
や
心
臓
病
な
ど
の
循
環

　
器
系
の
病
気
は
、
一
度
か
か
る
と

　
治
り
に
く
い
も
の
で
す
が
、
日
常

の
食
事
や
運
動
な
ど
に
気
を
つ
け

る
こ
と
で
か
な
り
予
防
で
き
ま
す
。

か
か
っ
て
か
ら
よ
り
も
、
か
か
る

前
に
病
気
を
正
し
く
知
っ
て
予
防

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
ふ
だ
ん
健
康
に
自
信
を
お
も
ち

の
あ
な
た
も
、
こ
の
機
会
に
健
康

診
断
を
受
け
、
自
分
の
健
康
状
態

を
い
つ
も
つ
か
ん
で
お
く
ー
こ

れ
が
成
人
病
予
防
の
第
一
歩
で
す
。
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Q

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
四
十
二
万
円

　
　
　
　
　
　
　
ま
ご
こ
ろ
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
で
、
昨

年
十
二
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま

で
の
一
ヵ
月
間
「
地
域
で
さ
さ
え

あ
う
明
る
い
お
正
月
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
総
額
百
四

十
二
万
四
千
四
百
三
十
六
円
と
い

う
多
額
の
募
金
が
、
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
得
以
、
れ
ま

し
た
。

　
協
議
会
で
は
、
さ
っ
そ
く
こ
の

善
意
の
募
金
を
配
分
委
員
会
に
は

か
り
町
内
の
母
子
父
子
世
帯
、
身

体
障
害
者
世
帯
、
老
人
世
帯
の
か

た
が
た
や
、
町
内
の
福
祉
施
設
を

は
じ
め
入
所
者
の
皆
さ
ん
に
、
町

民
全
体
が
明
る
い
お
正
月
が
迎
え

ら
れ
る
よ
う
に
と
い
う
願
い
を
こ

め
て
配
分
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。　
こ
こ
に
募
金
結
果
を
ご
報
告
し

て
、
協
力
い
た
だ
い
た
地
区
役
員

さ
ん
や
町
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い

善
意
に
対
し
て
厚
く
お
礼
申
し
あ

，
聯
籔

　　　　　　　　　　　馳

12月20日に行われた福祉もちつき

げ
ま
す
。

　
　
戸

成
　
　
沢

三
　
　
本

上
新
田

上
押
切

下
押
切

樋
春
北

樋
春
南

御
正
新
田

須
賀
広

野
　
　
原

小
江
川

　
塩

板
　
　
井

　
柴

千
　
　
代

パ
ー
ク
シ
テ
ィ

試
験
場

療
養
所

　
な
お
、

別
募
金

一
二
一
、
二
〇
〇
円

　
二
九
、
二
〇
〇
円

　
一
五
、
O
O
O
円

　
一
九
、
六
〇
〇
円

　
一
二
、
四
〇
〇
円

　
一
八
、
O
O
O
円

　
一
二
、
O
O
O
円

　
六
七
、
O
O
O
円

　
一
五
、
五
〇
〇
円

　
二
四
、
八
O
O
円

　
五
七
、
六
〇
〇
円

　
一
二
、
八
O
O
円

　
四
一
、
八
O
O
円

　
二
一
、
六
〇
〇
円

　
二
四
、
八
○
○
円

　
二
一
、
六
〇
〇
円

　
　
一
、
O
O
O
円

　
　
三
、
O
O
O
円

　
　
　
戸
別
募
金
の
ぽ
か
に
、

つ
ぎ
の
み
な
さ
ん
か
ら
募
金
を
い

●
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
好
意
に
対
し

深
く
感
謝
申
し
あ
げ
る
と
と
も
に

ご
報
告
し
ま
す
。

　
　
　
一
般
受
付

㈹
埼
玉
県
宅
建
協
会
熊
谷
支
部

　
　
　
　
　
　
一
〇
、
○
○
○
円

御
正
新
田
浄
安
寺
檀
信
徒
会
一
同

　
　
　
　
　
　
二
五
、
O
O
O
円

塩
常
安
寺
檀
信
徒
会
一
同

　
　
　
　
　
　
一
五
、
二
〇
〇
円

樋
春
真
光
寺
檀
信
徒
会
一
同

　
　
　
　
　
　
一
二
、
二
四
九
円

須
賀
広
釈
迦
寺
檀
信
徒
会
一
同

　
　
　
　
　
　
二
六
、
七
〇
〇
円

千
代
普
門
寺
檀
信
徒
会
一
同

　
　
　
　
　
　
一
二
、
八
O
O
円

押
切
宝
瞳
寺
檀
信
徒
会
一
同

　
　
　
　
　
　
二
一
、
O
O
O
円

野
原
　
鈴
木
法
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
五
〇
、
O
O
O
円

小
江
川
　
高
田
民
子
さ
ん

　
　
　
　
　
一
〇
〇
、
O
O
O
円

㈱
ゼ
ク
セ
ル
労
働
組
合

　
　
　
　
　
　
五
〇
、
O
O
O
円

㈱
ゼ
ク
セ
ル
部
課
長
会

　
　
　
　
　
　
六
〇
、
○
○
○
円

板
井
竹
馬
二
、
三
九
〇
円

㈲
山
口
梱
包
三
階
有
志
一
同

　
　
　
　
　
　
　
五
、
八
五
六
円

江
南
荘
　
　
　
　
一
、
一
三
六
円

給
食
セ
ン
タ
i
　
一
、
六
一
九
円

江
南
幼
稚
園
　
　
二
、
二
二
〇
円

江
南
保
育
所
　
　
一
、
四
八
O
円

消
防
江
南
分
署
　
一
、
五
二
四
円

町
役
場
職
員
　
二
三
、
九
六
七
円

そ
の
他
　
　
　
　
五
、
○
O
O
円

　
　
温
か
い
ご
好
意

　
つ
ぎ
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
好
意
に
対

し
て
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

押
切
　
風
戸
く
に
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
三
、
二
八
O
円

町
商
工
会
青
年
部
（
チ
ャ
リ
テ
ィ

ゴ
ル
フ
）
　
一
〇
〇
、
O
O
O
円

㈱
ゼ
ク
セ
ル
江
南
工
場

　
　
　
　
　
　
三
〇
、
O
O
O
円

江
南
町
ダ
ン
ス
親
睦
会

　
　
　
　
　
一
〇
〇
、
○
O
O
円

江
南
町
建
設
組
合

　
　
　
　
　
　
四
〇
、
O
O
O
円

こ
う
な
ん
旬
会

　
　
　
　
　
　
二
四
、
O
O
O
円

南
陽
商
事
㈱
太
平
洋
7
7

　
　
　
　
　
三
〇
〇
、
O
O
O
円

江
南
ゴ
ル
フ
練
習
場
　
チ
ャ
リ
テ

ィ
コ
ン
ペ
参
加
者
一
同

　
　
　
　
　
　
九
〇
、
○
○
○
円

ゼ
リ
ア
新
薬
埼
玉
工
場
厚
生
部

　
　
　
　
　
　
一
一
、
三
〇
〇
円
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成人式

1ζm

灘魏

消防団出初め式
肖

…　
瞬
、

　江南町消防団の出初め式が1

月6日に町役場庁舎前で行われ

ました。式終了後には、三分団
　　　　　　　　　　　　　　　輯による一斉放水などの後、町内

へ火災予防広報も行いました。

　2月は、火災が発生しやすい

時期です。火の元にはくれぐれ

もご注意ください。

江南町3位に入賞

　1月13日、川本町グランドに

おいて、第2回大里郡町村対抗

一般男子サッカー大会が開催さ

れました。江南町は3位決定戦

で強豪川本町を3対1で下し入

賞しました。

　参加チームは7町村でしたが

どのチームもよくまとまり、動

きの速い試合が展開されました。…螺…嘉

　来年も、江南町の健闘を期待

したいものです。

離

撫緯、 舞



わだ（き・ぞきごを・もよおし

1、

ヂ薪

騨
ヤ
塩
、
“
蟹

翻
翼
諺
篭
・
き

大里地区書き初め展

　1月19日・20日、町民体育館

において、大里地区書き初め展

が行われ、郡内の小・中学生の

作品が展示されました。

　自分たちと同じくらいの生徒

の作品に、見学に来た子供たち

も、びっくりしていました。

大里郡議員研修行われる

　1月9日、勤労福祉センター

でテレビやラジオでおなじみの

政治評論家の三宅久之氏を迎え

大里郡町村議会議員研修会が行

われました。当日は、　「日本を

斬る・世界を読む」という演題

で、国内政治や世界情勢など幅

広い講演を熱心に聴講していま

した。

ぼく、お名前は？

　1月17日、保健センターで平

成3年度の保育所入所希望者の

受付けが行われました。

　当日は、お母さんにつきそわ

れて、入所するお子さんの面接

も行われ、保母さんの質問には

きはき答えていました。
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ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

　
一
月
二
日
、
恒
例
の
第
八
回
町

民
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
が
北
小
学
校

前
の
田
園
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し

た
。　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
前
を
出
発

地
点
に
五
博
嫉
コ
ー
ス
と
三
熔
腿
コ
ー

ス
に
分
か
れ
て
百
十
八
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
思

い
の
ぺ
ー
ス
で
走
り
全
員
が
み
ご

と
に
完
走
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
す
か
ら
記
録
を

争
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
で
上
位
五
人
の

人
に
は
、
記
録
の
証
明
書
が
渡
さ

れ
ま
し
た
。

▼
五
キ
ロ
の
部

（
三
本
）

18
分
5
0
秒

（
野
原
）

19
分
3
6
秒

（
板
井
）

20

分
5
秒

（
樋
春
）

25
分
5
5
秒

五
位
　
小
沢
秀
利
（
押
切
）

　
　
　
　
　
　
　
　
2
6
分
1
0
秒

一
位
　
小
沢
弘
之

二
位
　
神
谷
友
一

三
位
　
細
井
　
悟

四
位
　
須
藤
　
誠

綱
引
き
・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

▼
三
キ
ロ
の
部

　
一
位
　
長
谷
川
幸
宏
（
上
押
切
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
分
3
9
秒

　
二
位
　
松
宮
巧
二
（
樋
春
北
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
分
4
2
秒

　
三
位
　
藤
野
泰
寛
（
三
本
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2
分
2
1
秒

　
四
位
　
柴
　
知
史
（
柴
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2
分
3
8
秒

　
五
位
　
藤
野
宣
知
（
三
本
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2
分
4
1
秒

　
十
二
月
九
日
、
県
民
総
合
体
育

大
会
大
里
地
区
実
行
委
員
会
主
催

に
よ
る
綱
引
き
と
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
の
大
会
が
花
園
町
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
の
代
表
の
各
チ
ー
ム
・
選
手

も
大
健
闘
し
ま
し
た
。
特
に
綱
引

き
で
は
、
見
ご
た
え
十
分
な
力
強

い
引
き
合
い
に
大
き
な
拍
手
が
お

こ
り
ま
し
た
。

　
結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

▼
綱
引
き
男
子
の
部

●
三
本
チ
ー
ム

　
予
選
リ
ー
グ
三
勝
○
敗

決
勝
卜
ー
ナ
メ
ン
ト
準
々
決
勝

　
へ
進
出

●
須
賀
広
チ
ー
ム

　
予
選
リ
ー
グ
一
勝
二
敗

▼
綱
引
き
女
子
の
部

●
三
本
チ
ー
ム

　
予
戦
リ
ー
グ
一
勝
二
敗

●
須
賀
広
チ
ー
ム

　
予
戦
リ
ー
グ
三
勝
○
敗

　
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
準
々
決
勝

　
へ
進
出

五四三二優
｛立　｛立　｛立　｛立　月券

江
南
南
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
少

狭
山
台
キ
ッ
カ
ー
ズ

浦
和
上
木
崎
サ
ッ
カ
ー

浦
和
芝
原
サ
ッ
カ
ー

大
里
F
C

六
位
七
位

～
ム
立

妻
沼
小
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

江
南
北
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
少

熊
谷
東
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
少

▼
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部

●
団
体
戦
出
場
チ
ー
ム

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
チ
ー
ム

　
生
涯
学
習
チ
ー
ム

　
体
育
指
導
委
員
チ
ー
ム

●
個
人
戦
入
賞
者

　
五
位
　
須
永
作
子
（
生
涯
学
習
）

　
士
位
　
高
橋
貫
三
（
ソ
フ
ト
）

　
＋
二
位
　
吉
野
幸
男
（
ソ
フ
ト
）

　
今
月
の
ス
ポ
ー
ツ

三
日
　
　
町
民
ス
キ
ー
教
室

　
　
　
　
（
武
尊
オ
リ
ン
ピ
ア
）

二
＋
四
日
　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
教
室

　
　
　
　
　
　
　
（
運
動
公
園
）

二
＋
六
日
～
　
柔
道
教
室

三
月
十
六
日
（
江
南
中
柔
道
場
）
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家
族
み
ん
な
で

交
通
災
害
共
済
に
ご
加
入
を

　
市
町
村
交
通
災
害
共
済
は
、
交

通
事
故
に
よ
り
災
害
を
受
け
た
み

な
さ
ん
に
見
舞
金
を
支
給
し
、
み

な
さ
ん
の
生
活
の
安
定
と
福
祉
の

増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
町
に
お
い
て
は
、
昨
年
四
月
か

ら
十
二
月
ま
で
の
間
に
、
三
十
九

人
の
か
た
に
見
舞
金
合
計
四
百
四

十
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
し
た
。
（
グ

ラ
フ
参
照
）
こ
れ
は
前
年
の
支
給

額
の
ほ
ぼ
倍
額
に
相
当
し
ま
す
。

　
現
在
、
町
で
は
七
千
二
百
十
一

人
の
か
た
が
加
入
し
て
お
り
ま
す

が
、
三
月
三
十
一
日
で
期
間
満
了

と
な
り
ま
す
の
で
、
来
年
度
の
申

し
込
み
を
二
月
十
二
日
よ
り
受
付

け
ま
す
。

　
申
し
込
む
場
合
、
一
般
会
員
（
現

在
中
学
三
年
生
の
か
た
を
含
み
ま

す
）
及
び
、
幼
稚
園
よ
り
下
の
子

は
会
費
を
添
え
区
長
さ
ん
を
通
し

て
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

　
ま
た
、
幼
、
小
、
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
に
つ
い
て
は
各
学
校
で

と
り
ま
と
め
を
行
い
ま
す
の
で
、

家
庭
で
の
申
し
込
み
と
重
な
ら
な

い
よ
う
ご
注
意
願
い
ま
す
。

■
会
費

〇
一
般
会
員
　
　
　
　
九
百
円

○
中
学
二
年
生
以
下
　
五
百
円

■
有
効
期
間

　
平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成

四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年

間
（
中
途
加
入
の
場
合
は
、
会
費

納
入
時
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で

で
す
。
）

■
加
入
で
き
る
か
た

　
町
内
在
住
で
、
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
た
（
外
国

人
登
録
含
）

※
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
転
出
さ

れ
る
か
た
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

◎
加
入
後
に
お
け
る
見
舞
金
の
請

求
方
法
に
つ
い
て
は
、
各
家
庭
に

配
布
さ
れ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
よ

く
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
請
求
に
必
要
な
申
請
用

紙
は
役
場
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
総
務
課
交

通
災
害
共
済
係
ま
で
お
問
い
合
せ

下
さ
い
。
君
三
六
－
一
五
二
一

　
　
　
　
（
内
線
　
二
二
六
）

百
　
万
　
円

二
十
万
円

十
七
万
円

十
四
万
円

十
一
万
円

八
　
万
　
円

五
　
万
　
円

三
　
万
　
円

一
一
万
　
円

一
万
五
千
円

一
　
万
　
円

ま
た
数

月
れ
人

12

わ
べ

ら
払
の

か
支
別

月
に
金

4
間
舞

年
の
見

昨
で
各

人
数
1
5
1
4
1
3
1
2
1
1
1
0
9
8
7
6
5
4
3
2
1

見
　
舞
　
金

4月1日から

監視区域が

変わります

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
マ
ン
レ
マ
つ

　
現
在
、
埼
玉
県
が
地
価
の
高
騰

　
　
あ
く
せ
い

を
抑
制
す
る
た
め
、
町
に
お
い
て

指
定
し
て
い
る
国
土
利
用
計
画
法

に
基
づ
く
監
視
区
域
は
、
平
成
三

年
三
月
末
日
で
そ
の
指
定
期
間
が

満
了
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
町
の
地
価
は
、
依
然

と
し
て
上
昇
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
県
は
、
四
月
一
日
に
町

の
監
視
区
域
を
新
た
に
指
定
し
ま

す
。　
こ
れ
に
よ
り
、
監
視
区
域
内
で

届
出
対
象
面
積
以
上
の
土
地
を
取

り
引
き
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、

従
来
ど
お
り
、
契
約
を
結
ぶ
六
週

間
前
ま
で
に
、
知
事
へ
の
届
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
　
（
受
付
は
役

場
企
画
課
で
行
い
ま
す
。
）
審
査
の

結
果
、
届
け
出
さ
れ
た
価
格
や
利

用
目
的
が
著
し
く
適
正
を
欠
く
と

認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
価
格
の

変
更
ま
た
は
そ
の
取
り
引
き
の
中

止
な
ど
を
勧
告
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
　
※
　
　
　
　
※
　
　
　
　
※

◎
監
視
区
域
と
し
て
指
定
す
る
区

　
域
…
…
都
市
計
画
法
に
よ
り
市

　
街
化
区
域
と
認
め
ら
れ
て
い
る

　
区
域
。

◎
届
出
対
象
面
積
…
…
二
〇
〇
平

　
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
市
街
化
調

　
整
区
域
は
従
来
ど
お
り
五
千
平

　
方
メ
ー
ト
ル
以
上
。

◎
指
定
期
間
…
…
平
成
三
年
四
月

　
一
日
か
ら
平
成
八
年
三
月
三
十

　
一
日
ま
で
（
五
年
間
）

　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
先
は

県
庁
住
宅
都
市
部
土
地
行
政
課

台
〇
四
八
－
八
二
四
i
二
一
一
一

熊
谷
土
木
事
務
所
開
発
規
制
課

　
　
　
　
　
費
二
一
I
O
O
三
一

役
場
企
画
課

費
三
六
－
一
五
二
一
内
線
二
二
一



（1①広報こう、な』ん平成3年2月1日発行

　
　
　
　
詑
　
見

、
攣
醗

　
2
斑
は
、
旺
の
西
北
部
に
位
置

し
、
以
前
は
上
新
田
の
一
部
を
包

括
し
て
い
た
字
地
名
で
す
。
明
治

四
十
一
年
ま
で
は
「
三
ツ
本
」
が

正
式
な
名
称
で
し
た
。
地
形
は
平

担
で
す
が
、
荒
川
と
江
南
台
地
に

狭
さ
ま
れ
た
中
位
段
丘
面
で
押
切

の
低
地
帯
よ
り
一
～
三
m
程
、
微

高
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
名
の
由
来
は
不
詳
で
す
が
、

成
沢
と
同
様
、
水
に
関
係
し
た
地

名
で
は
な
い
が
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
三
本
地
域
の
南
側
に
み
え

る
一
段
高
い
江
南
台
地
を
流
れ
下

　
　
　
　
　
う
ば

る
雨
水
は
、
姥
ヶ
沢
を
始
め
三
つ

の
大
き
な
沢
へ
集
中
し
、
台
地
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
も
そ

縁
を
流
れ
て
い
た
吉
野
川
に
注
い

で
い
た
よ
う
で
す
。
山
の
縁
か
ら

水
の
湧
き
出
す
と
こ
ろ
、
大
雨
時

　
い
り
　
き

に
一
気
に
水
の
出
る
と
こ
ろ
と
い

う
意
味
の
水
本
（
み
ず
も
と
）
で

は
な
い
か
と
い
う
説
明
で
す
。

　
三
本
の
地
名
を
残
す
記
録
は
、

甲
斐
武
田
氏
滅
亡
後
、
徳
川
氏
へ

つ
か仕
え
た
旧
武
田
氏
の
家
臣
団
、
武

川
衆
に
与
え
た
知
行
地
の
一
つ
と

し
て
慶
長
三
年
（
一
、
六
〇
五
年
、

地
名
は
語
る

「
三
　
本
」

伊
奈
忠
次
署
名
）
の
文
書
に
み
ら

れ
ま
す
。

　
当
時
の
文
書
に
三
本
原
と
呼
ば

れ
た
原
野
が
あ
り
、
入
植
と
い
う

か
た
ち
で
知
行
地
を
与
え
ら
れ
た

旧
家
臣
団
は
、
現
在
の
土
地
改
良

と
い
う
べ
き
新
田
開
発
を
進
め
て

い
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
結

果
村
の
有
力
者
に
成
長
し
て
い
っ

た
よ
う
で
す
。
現
在
も
当
時
、
三

本
に
定
着
し
た
由
来
を

持
つ
旧
家
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
三
本
か
ら
千
代
へ
至

る
権
現
坂
の
往
来
に
、

駒
形
の
小
字
名
が
残
っ

て
い
ま
す
。
鎌
倉
時
代

に
活
躍
し
た
熊
谷
直
実

に
ゆ
か
り
の
神
社
が
あ

っ
た
場
所
と
伝
え
ら
れ

こ
の
由
緒
に
よ
り
江
戸

時
代
を
通
じ
て
各
々
の

将
軍
よ
り
朱
印
状
を
与

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

朱
印
状
は
、
由
緒
・
格

式
を
持
つ
寺
、
神
社
に

与
え
ら
れ
、
町
で
は
、

　
　
　
　
　
ρ

　
　
　
　
　
舌

　
　
　
　
　
言
口

　
　
　
　
　
8

　
　
　
　
　
第

大
字
野
原
の
文
殊
寺
と
駒
形
神
社

（
現
渡
唐
神
社
に
移
転
）
に
発
行

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
鎌
倉
～
室
町
時
代
に
有

力
者
が
居
住
し
た
館
ら
し
い
跡
が

「
堀
ノ
内
」
と
い
う
小
字
名
に
あ

り
、
鎌
倉
時
代
頃
か
ら
歴
史
の
舞

台
に
現
わ
れ
て
来
る
よ
う
で
す
。

　
　
こ
う
な
ん

　
　
　
　
俳
句
会
⑳

　
　
　
　
の
と

酔
覚
め
の
喉
を
潤
ほ
す
寒
の
水

　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
山
　
芳
久

病
む
友
の
賀
状
の
文
字
の
乱
れ
見

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
　
正
次

寒
天
に
刈
込
む
音
の
吸
は
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
宅
森
　
清
次

　
　
　
　
　
ぽ
こ
ら

寒
梅
や
古
き
祠
と
並
び
居
り

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
慎
治
郎

初
詣
握
り
し
孫
の
手
の
温
く
み

｛
　
　
　
　
　
　
　
小
島
　
孫
一

寒
椿
み
ご
と
に
咲
き
し
垣
根
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
　
猪
祐

帆
一
謡
初
め
社
に
響
く
四
海
波

か
　
　
　
　
　
　
笠
原
久
枝

訂
灯
り
た
し
か
な
る
も
の
吾
が
歩

恥
巾
　
　
　
　
　
松
本
と
よ

か｛
嫁
若
し
目
先
を
変
へ
た
せ
ち
料
理

ハ

濯
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ひ
さ

生
活
の
灯
心
に
ぬ
く
し
寒
の
入
り

　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
道
子

凍
て
蝶
の
触
る
れ
ば
命
通
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
和
子

ぎ
仏
風
の
間
　
届
－
け
－

～
　
　
　
　
　
新
沢
直
江

～

●

さ
と
う
く
わ

錆
び
入
り
し
唐
鍬
の
主
寒
に
病
む

　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
つ
ち
よ

初
日
記
余
自
な
き
ま
で
記
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
加
津

真
自
な
る
心
で
拝
む
初
日
の
出

　
　
　
　
　
　
　
　
古
谷
　
ま
つ

幾
年
ぞ
伝
へ
守
り
て
七
日
粥

　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
子

寒
の
朝
し
か
と
初
心
を
取
り
戻
す

　
　
　
　
　
　
　
　
飯
塚
　
洋
子

新
築
し
新
妻
迎
へ
年
新
ら
た

　
　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

寒
椿
ぽ
ろ
っ
と
女
の
愚
痴
こ
ぼ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
花
枝

犬
小
屋
の
椀
を
つ
い
ば
む
寒
雀

　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ツ
エ

元
朝
や
物
の
命
の
溢
れ
来
し

　
　
　
　
　
　
　
　
沢
田
乃
芙
子

物
言
は
ず
唯
涙
す
る
寒
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
文
恵

こ
　
　
も

戦
友
逝
き
て
賀
状
の
絆
断
た
れ
け

り
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
政
男

森

　　癖

ツ彦
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　　　　　　　　　埼玉県農林公園催物（2月・3月）

◎　　　　　　　　　　　　　　　　　曲
一　　　　花き園芸講座　　　　　　　　辰，林　学級
月
の
土
曜
閉
庁
日

＿　■申込み

月川本町大字本田5768－1
九●花き園芸
日植物振興センター分室君83－2841
㈲鷺犠管理事矛努戸斤a83－23。1

二

‡　　　　　　　　　　　水道の
畠　　　　　　　　　　　　　　　　故障・修理は
は

役　　　　　　　　　　　　　当番の
場
は　　　　　　　　　　　　　　　　指定工事店へ
休＿融＿＿～＿＿＿念＿＿＿＿＿＿＿～＿＿＿～＿．＿凶＿～＿＿＿＿＿　～⑳　＿い民．

み・・・…◎…◇・…◇・◇・…Q…　　板　小御樋三
　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　士　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

開催日 時　　間 内　　　　容 開催日 時　　間 内　　　　　容

％日（木） 午後1時30分 ツバキの品種と手入れ ％日（水） 午後1時30分 料理教室（寒じこみみそ）

20日（水） 午後1時30分 ポブリづくり 17日（日） 午前10時 木工教室（型抜き）

⑳費用2，000円 20日（水） 午前10時 自然観察（草木ぞめ）

27日（水） 午後1時30分 トキソウの植え付け 24日（日） 午前10時 農業体験（かぶの収穫）

⑳費用1，000円 27日（水） 午前10時 その他　（紙づくり）

木工教室（ふみづくえ）％日（日） 午前10時

■申込み 3日（日） 午後1時30分 農業体験（大根の収穫）

川本町大字本田5 768－1
6日（水） 午前10時 料理教室（手打ちそば）

●花き園芸
10日（日） 午前10時 木工教室（竹とんぼ）

植物振興センター分室 君83－2841
10日旧） 午後1時30分 農業体験

●農林学級 （にんじんの収穫）

2　月の当番日 工事店名 住所・電話

1・6』11・16・21・26 （有）加藤ポンプ店
千代411一一15

36－0310
2　・　7　　・12　・17　・22　・27 ㈱光栄建設

須賀広59

36－1052
3　・　8　・13　・18。23　・28 ㈱コバヤシ

板井1037

36－1206
4・9・14・19・24 （有）笠原設備工業所 上新田411

36－3662
5・10・15・20・25 （有）松本設備

小江川2224

36－5177

でi　人のうごき　　1
すi　　　　　　　：
O　i　　　1月1日　現在　　　　1
　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

　　§人口11，811人十20ζ
　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

　　：男　5，829人十11ζ
　　ウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

　　3女　5，982人十9馨　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

　　・世帯数　　3，275　　十14・
　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

　　o　
◎　◎　◎　 o　 o　 ◎　 o　 o　 ◆　 o　 ◎　 o　 ◆　◎　 o　 ◎　◆　 ◎　◎　 ◎　 o　 ⑤　O　 o　 ◎

　
　
春

　
　
　
ワ
　
　
カ

永
井
　
里
佳
　
長
女
　
（
正
幸

正
新
田

　
　
　
サ
　
オ
リ

関
谷
　
早
織
　
長
女
　
（
明
彦

江
川

手
塚
　
美
陽
　
長
女
　
（
博

　
　
　
ア
ヤ
カ

村
尾
　
綾
香
　
長
女
　
（
文
信

　
　
井

　
　
　
ヤ
ベ
ナ
カ

志
田
　
康
長
　
長
男
　
（
三
史

　
　
　
（
撒
）
雛
）

〔
十
二
月
中
届
出
〕

　
本

　
　
マ
サ
ヒ
ロ

後
藤
　
昌
弘
　
長
男
　
（
俊
喜
）

お
誕
生
お
め
で
と
う

2月17日は議会議員一般
　　　　選挙が行われます
　●告示／2月12日図
　●投票／2月17日（日）

　●開票／2月17日（日）－19：00～



ぼしゆう

県老人大学校生募集

1■応募資格

1　県内在住の満60歳以上（4月

l　l日現在）で通学可能な人。た

1だし、過去に老人大学校を卒業
1された人は除きます。

■開設学園・募集人員・時間

1　熊谷学園・熊谷福祉センター

：■対　　象

i　自然保護に熱意をもっ、20歳

：以上の県民（一般職の公務員を
i除く）

：■任　　期

i　平成3年4月～平成4年3月
：■募集人員

：　150人
：■仕事の内容

：　緑の保全や自然保護思想の普

1及啓発、アンケートヘの協力、

120名、毎月第2・4週の月曜 ポスターの掲示、研修会へ参加1
　　 日、午後1時～4時5分

　　 ■申込期間

ρ　　　　 　1月21日から2月20日まで　　　　　　 ■申込方法

など　　　　　　　　　1
■応募方法　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　役場、熊谷地方県民センター　i

Iに備え付けの応募用紙に必要事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　洋裁科　7。造園科　8．建築物

　設備管理科　9．経理事務課　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　10．構造物鉄工科　11，マイク　i

　ロコンピュータ制御システム科　1

　採用された人は、埼玉県職員1
　として、県内の県立高等技術専1

　　なお、上記以外でも、募集す：

　る場合もありますので、詳しく　1

　埼玉県労働部職業能力開発課：
　智048－824－2111　　　　　　　　　　1

1門校で、職業訓練指導に従事し

1ていただきます。　　　　　　　：

：はお問い合わせください。　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ

i職業訓練指導員の募集　i

：　埼玉県では、次の職種の職業：

i訓練指導員免許を有する人（取i

：得見込者も可）を募集していま　：

iす。なお、応募資格は年齢35歳　i

lまでで、募集人員は、いずれの：
チ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ

：科目も若干名です。　　　　　　1
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

1■職　　種　　　　　　　　
り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　1。冷凍空気調和機器設備科　　

i　2．情報処理科　3．電気科　4．i

　建築科　5．自動車整備科　6．1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　官製往復ハガキに、住所、氏 項を記入して、県庁自然保護課1
名（フリガナ）、電話番号、性別、1へ　　　　　　　　　　　　　　1

生年月日、年齢、希望学園名な

どを記入し、返信用はがきの表

l欄にご自分の住所、氏名を記入

　　 　など）
　　　　「●社会参加を進めるための学習

●　　ド　　　　 　（ボランティア活動、若い世
　　　　 　代の理解、老人クラブ活動な
　　l　　l　ど）
　　1■学習期間
　　 　1年間。原則として月2回開

　　1　講
　　　　 ■費　用
　　　　 　入学金1，000円

　　1　授業料3，000円
　　レ　　 ■申込先・問合せ
　　　　 　〒336浦和市高砂3－13－3
　　　　1県衛生会館内
　　i高齢者生きがい振興財団

　　1　　　智048－831－2206

　　1　　埼玉県

　　1　　緑の推進員募集

1■締　　切

　2月28日（木〉　（消印有効）

■間合せ・送付先
1

してください。　　　　　　　1

■学習内容　　　　　　　　
●心や身体の健康を維持するたi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

r　めの学習（高齢者に多い病気1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　の予防、精神衛生、生活設計1
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　など）　　　　　　　　　I
●時代の変化に対応するためのi

l　学習（県政の動き、経済の動1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　向、消費者問題、身近な法律
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

財団法人埼玉県

　　　　　　　　内線2423：■問合せ

　　　　　　　　　　　　：
日赤血液センター看護婦　　i

〒336浦和市高砂3－15－1

埼玉県自然保護課

費048－824－2111

一般事務職員募集 そうだん

（業務拡張により）

■勤務地
　熊谷赤十字血液センター

■職　　種

　一ト）

■募集人員

　10名
■業　　務

　採血業務

■職　種
1　一・般事務、男女　大短卒28歳

行政相談

看護婦、准看護婦（正規、パ1■場

1　まで

1■募集人員

　lO名
■業　　務

　渉外、広報、接遇

1■問合せ
　熊谷赤十字血液センター

　費25－1330　総務課

：■日　　時

1　2月26日（火）

1　午前9時30分～正午まで

　　　　所
1　勤労福祉センター第2研修室：

1■内　　容　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　行政への不満など　　　　　1

■間合せ　　　　　　　i
i　総務課　内線227　　　　　　i
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　心配ごと相談　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i■日　時　　　　　　　
　2月12日（火）・26日（火）　　　　1
レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1　午前9時30分～正午まで　　　1

i■場　所　　　　　　　i
l　勤労福祉センター第2研修室1
1■内　　容　　　　　　　　I
l　日常生活での悩みごとなど　　

1■問合せ　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　町社会福祉協議会　内線252　
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿一一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」




